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２０２４年の年明け、能登半島は大きな地震に見舞

われました。被災された方の中には今なお不自由な生

活を送られている方々がいらっしゃいます。成年後見

活動においても被後見人さんたちが被災された時のこ

とを考えておく必要があります。特に一人暮らしの

方々が被災された場合の対応について確認しておかな

くてはなりません。各区のハザードマップ、防災マッ

プなどで災害が起きた際の避難場所や安否の確認方法

を確かめておきます。災害発生時には、被後見人等の

状況を可能な限り確認し、SV、チームリーダーに報告

し、必要に応じて緊急連絡先の親族等に連絡するよう

にしましょう。

つばさの法人後見は「私らしく」を手助けします

誰にも等しく権利擁護
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後見活動にも災害時の備えを

災害時にも活用できるよう昨年、「（災害等緊急時に

備えた情報を兼ねる）フェイスシート」として改定し

たもので業務検討会等の機会を通して整備していきま

す。支援者も被災している場合があります。協力して

対応していきましょう。

歌とスポーツ！ 新年会も 「つばさでラララ♪♬」
新年会は音楽療法とボッチャで盛り上がりました。
被後見人さん等、担当者、スタッフ合わせて３６名
の参加で賑やかでした。丸山先生の音楽療法では、
季節を感じる歌や参加者の皆さんにとって懐かし
い曲など、いつものように楽器を使ったり楽しい振
り付けがありました。
ボッチャは夏に続いて二回目でしたが、皆さんと
ても上手で驚き！接戦もあって盛り上がりました。

１月２０日＠星川かるがも

UFO歌って
楽しかった

UFO歌った人は、
かがやいてね！

楽しかった！
また来たいです

また、本人の情報を

集約したフェイスシー

トをつばさのファイル

と担当者双方で持って

おき、必要に応じて更

新していきます。

https://www.yokohama-tubasa.org/
mailto:info@yokohama-tubasa.org


二団体から
講師依頼を受け
講演をしました！
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横須賀市障害支援課、横浜医療福祉センター港南

から依頼をいただき、齋藤聡子副代表理事が講演を

行いました。

横須賀市では約70名の参加者で、障害のある子を

持つ親御さんたちが６～７割、障害福祉サービスの

事業所の職員や社協の職員の方々の参加もありまし

た。

成年後見制度の概要、法人後見について、その実際

を話しました。講演会の中でも質疑応答の時間は取

りましたが、全体が終了後、親御さんたちから質問

や相談を受けました。

三浦半島には法人後見の団体がまだ無いというこ

とです。参加者の中からは法人後見を考えている

方々もおられ、初の法人後見団体設立への機運も感

じられました。

12月18日＠横須賀市勤労福祉会館

今後の予定
つばさのお花見

３月２３日（土）１２：００～１４：００
雨天中止

＠保土ケ谷公園もよおし広場

なるべく３月１５日までにお申し
込みをお願いします。

成年後見制度
見直しが
始まります

２０００年４月に始まった成年後見制度は
２０年以上を経過し法務省が見直しに着
手します。（２月１４日新聞報道から）

編集後記

また1月31日には横浜医療福祉センター港南

で行われた講座で親御さんたちを対象に「障害

のある方を守る制度等について考える」と題し

成年後見制度の入門講座で講演を行いました。

約60名の参加者の多くが障害がある方の親や支

援者の皆さんでした。とてもわかりやすく丁寧

な説明で、何より家族であり支援者でもあると

いう齋藤副代表理事の二刀流の講義はとても説

得力のあるものでした。終了後に主催者の相談

室の方からも同様の感想が聞かれました。「支

援者が揃ったら、親は自分のことを考えましょ

う、こどものことは支援者を信頼してまかせま

しょう」という言葉に大きくうなづいている方

がたくさんいらっしゃいました。

新しい年は大きな災害
と共に始まりました。大き
な地震は必ず起こると分
かっていながら今日は
大丈夫と思っている自分
がいます。備えあれば憂
いなし、できることは今
日、今、やっておかなく
てはなりませんね。

（事務局）

１月３１日＠横浜医療福祉センター港南

ご参加お待ち
しています

現在の成年後見制度利用者は２４．５万人。要介護認定を受け
ている人約７００万人と比較しても広く活用されているとは言えま
せん。その最大の原因とされているのが、一度選任されるとやめ
られない「終身制」。認知症や重い知的障害の人は何も出来な
いという「誤った障害観」に基づいて制度が決められている点で
す。後見、保佐、補助の３類型の見直しなどと併せて見直しの論
点が挙げられています。

相続の時など一時的に利用できる「期間制」の導入、後見人等
に与えられていた「包括的代理権」の制限、後見人等が交代し
やすくするような仕組みづくり、後見報酬を決める際に考慮する
要素などが論議されていきます。これからも注目です。

第１４期定期総会
２０２４年５月１８日（土）１３：３０～１６：００
星川ケアプラザ２回多目的ホール
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